
～所長からメッセージ～
会津保健福祉事務所
所長 笹原 賢司

皆さん 合格おめでとうございます。

福島県では、「プリセプターシップ」が確立されており、先輩保
健師からの助言を随時受けられる仕組みとなっております。公私
ともに相談できる頼もしい先輩方です。

前例踏襲を漫然と繰り返す組織に進歩はありません。皆さんの新
人ならではの「気づき」を大切にしていただきたいと思います。

保健師の仕事の本質は、「見る・つなぐ・動かす」と言われます。
ぜひ実際仕事を進めていく中で体感していただければと思います。
歴史と文化が薫るこの会津の地で、ご一緒できることを楽しみに
しております。住民の皆様の幸福のため、ともに邁進してまいり
ましょう！

＃日本酒

＃三ノ倉高原の
ひまわり

（喜多方市）

＃長床の大銀杏
（喜多方市）

＃桜並木
（猪苗代町）

会津保健福祉事務所について

＜管轄＞
会津若松市、喜多方市の２市及び耶麻郡・河沼郡・
大沼郡の8町3村。
＜特徴＞
会津地域は、６５歳以上の老年人口割合が３７%を
超えており、きめ細やかな地域支援が求められてい
ます。
会津管内市町村の保健師や関係機関と共に「全ての
県民が心身ともに健康で、幸福を実現できる県づく
り」の実現を目指しています。
＜当所職員＞
職員数は１０７名（令和７年９月１日時点）。
保健師、医師、獣医師、薬剤師、歯科衛生士、管理
栄養士等の専門職が配置されています。
保健師は全員で２５名（内、男性保健師２名）です。

魅力がたくさん会津地方♪
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～保健師業務の紹介～

～保健師としてのやりがい～

私は精神疾患を持っている方のご自宅に訪問したり、
家族教室を開催したり、さらに地域の事業所や当事者
の方と芋煮会を開催したりなんてこともあります。
県と市町村は仕事が完全に別々というわけではなく
市町村の保健師さん達ともベテランから若手まで
相談しあいながら楽しく仕事しています☺

初めは新しい土地や
担当業務に不安を感
じることもあります
が、先輩や同僚は親
切な方が多いためと
ても楽しいです。た
くさん頼って大丈夫

です！

会津地区は
美味しいごはんが沢
山あることや季節に
応じたスポーツ等が
沢山あり楽しいこと
盛りだくさんです☺

県内の様々な地域を知り、地域の
特色を踏まえた業務を沢山経験

できるのはやりがいだと思います。
地域の住民も優しい人達ばかりで、

方言や郷土料理等を沢山教えてくれます(^ ^)/

市町村職員等への研修を
通し、住み慣れた環境で
望む生活を継続できる地
域づくりを行っています
（高齢者支援チーム）

精神的な悩みや障がいを
抱えた方に家庭訪問を行い、
安心して生活できるよう支
援しています
（障がい者支援チーム）

小児慢性特定疾病を
もつお子さんや家族
のための交流会を開
催しています（児童
家庭支援チーム）

健康づくり支援で出前講
座を行っています。
さらに、難病の方の家庭
訪問や患者会を行ってい
ます（健康増進課）

地域のイベントでブー
スを出展し、フレイル
予防や適正飲酒等の普
及啓発を行っています
（チーム合同）

Ｎ95マスクを試しているとこ
ろです。他にも、感染症予防の
支援や感染症情報の収集・分析
を行っています
（感染症予防チーム）


